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発刊のことば

　日本語音声コミュニケーション学会は、2022 年 4 月に体制を新たにし、これまで

の活動を引き継ぎつつ、規模を拡大しました。主な活動は年 2 回の宵山研と年数回

のコラボ企画の実施、そして電子学会誌を発行し、学会メンバーにお届けすること

です。

　こうして、学会誌『日本語音声コミュニケーション』第 11 号を無事お届けできる

のも、ひとえに皆様のご協力あってのことです。ありがとうございます。

　さて、『日本語音声コミュニケーション』第 11 号からは、10 号までとは趣を変え、

「特集」を設けました。今号のテーマは「日本語音声コミュニケーションとは何か」

です。4 本の論文・実践報告・研究ノートが掲載されています。いずれも音声・映

像データ満載のものとなっています。どうぞ、お楽しみください！



著者紹介

葉雪珺（ようせつくん）
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早稲田大学大学院文学研究科博士課程

主な研究分野：日本語学
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主な研究分野：第二言語習得、日本語学、音声学

主な著作：『発話リズムと日本語教育』（風間書房、2008）、『学びのイノベーション』

（共訳、明石書店、2016）、「バーチャル日本人家庭訪問プロジェクトの試み―ベル

ギーの大学におけるオンラインの体験型学習活動―」『BATJ Journal』23: 13–21（英
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雑誌の案内（投稿の方法、連絡先）

『日本語音声コミュニケーション』（ Japanese Speech Communication）は、日本語音声

コミュニケーション学会の会員であれば、どなたでも投稿できます。（但し、会員以

外からの投稿も編集委員会の判断で認めることがあります。）

研究会の「入会案内」については、下記の web ページをご参照下さい。

https://sites.google.com/view/nihononsei/membership

「投稿要領」と「編集委員会会則」については、下記の web ページをご参照下さい。

https://sites.google.com/view/nihononsei/publication

編集委員会のメンバーについては、下記の web ページをご参照下さい。

https://sites.google.com/view/nihononsei/history

その他のお問い合わせは、下記までお願い致します。

松田真希子（まつだ　まきこ）（代表理事） 

japanesespeechcommunication[at]gmail.com （[at] の部分を @ に変えてご送信下さい。）

 〒 192-0364 　東京都八王子市南大沢 1-1

東京都立大学　松田真希子研究室内  



編集後記

　12 月に NHK のドキュメンタリー『太平洋戦争 “言葉” で戦った男たち』を見ま

した。コロラド大学ボルダー校に設置された海軍日本語学校を修了し、日本語情報

士官として活躍した「ボルダー・ボーイズ」、サイデンステッカー、ドナルド・キー

ン、オーテス・ケーリ、そして、テルファー・ムックが現れました。

番組のナレーションから：

1944 年、アメリカ軍は、日本が絶対国防圏と定めていたサイパン島を制圧。さ

らに、そこからわずか 5 キロにあるテニアン島にも攻撃が開始される。その上

陸部隊には、ボルダー・ボーイズのひとり、テルファー・ムックがいた。

名門イェール大学のロースクール出身、弁護士資格を取得していたムックに

は、すでに、妻と子どもがいた。テニアン島は、日本軍の守備隊だけではなく、

1 万人以上の民間人が暮らす島だった。1928 年ごろから砂糖生産の拠点として

開拓され、沖縄から多くの人々が移住し、豊かな生活を築いていた。

1944 年 7 月、アメリカ軍 4 万の兵力が島に上陸、民間人も戦闘に巻き込まれる。

日本軍は全滅し、住民たちはジャングルの奥へと追いつめられた。捕虜となっ

たものは、9,500 人。その中に 2,000 人の子どもたちがいた。戦場の地獄をくぐ

りぬけた子どもたちは、うつろな目をしていた。

収容所に集められた子どもたちを見て、日本語情報士官のテルファー・ムック

は、ある行動に出る。

テルファー・ムックの言葉より：

有刺鉄線の中の一般市民も何かすることが必要だ。普通の生活にもどるための

何かが必要だった。

そこで、私は、学校を作ろうと思い立ちました。



　スゴイと思いました。戦争のさなか、途方に暮れる敵国の捕虜を目の前にし、子

どもたちのための学校を作ろうと思い立つ。ムックは、仲間をつのり、物資、兵器

の梱包材で教室を建て、机、黒板を作り、収容されていた大人たちが教師となり、

自らも英語を教えます。

　母語話者をふくめ、日本語を学ぶ人は世界中にいます。言語を学ぶ、あるいは、

教えるには、科学的な分析と記述が必要です。

　みなさんからの投稿をお待ちしています。

馬場良二（編集委員会委員長）
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